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〉1kb’く2kb ＞2kb一く3kb 〉3kb■く4kb 〉4kb一く5kb
〉5kb一 TC総数1
月h鵬Ψ、 マツ類 49．7 45．7 4．31 0．28 0．03 O．01 23，531
バヒθ∂Ψ． トウヒ類 69．3 29．7 O．95 O．03 0．01 O 30，427





43．7 38．2 12．6 3．87 1．07 0．67 34，155
0ψz∂ イネ 55．4 27．6 10．5 4．56 1．31 O．69 77，157
TCの長さ分布：数値はTC総数に対する割合（％）
　マツとシロイヌナズナを比較した場合（表2）川，このような長いTC間では，シロイヌナズナの中
に類似の配列が見出される可能性が高くなる、事実，塩基長が1kbpを超えるテーダマツのTCでは，
90％以上がシロイヌナズナに類似配列を見つけることができた！＝｛〕．また，このようなTCでは，シロ
イヌナズナの相当する遺伝子との配列類似性は，特別な領域に限られることなく全コード領域にわた
り認められた．したがって，裸子植物と被子植物間には系統的に大きな隔たりがあるにもかかわらず，
重要な遺伝子の配列は保存されていると言える2＝｛）．しかし，解釈が難しいのは，マツのTCの半分を
占めるシロイヌナズナに見出されない短いTC配列やシングレットの存在である．これらが裸子植物
に特異的で意味のある配列である可能性は否定できない．一方，単なる人為的な副産物である可能性
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もあり得る．たとえば，5’および3’末端の非転写領域，ゲノムDNAの混入，データベースに登録さ
れていない微生物DNA等の混入，転写反応時の種々の人為的副産物などの可能性を吟味する必要がある．
ゲノムDNAの混入はマツゲノムの約1％を占めるレトロボゾンが，EST中に存在しないことを示すこ
とで，人為的な副産物の可能性から除外できるかもしれない．しかし，遺伝子機能を何らかの方法で
直接証明できない限り，多くの短いTCの意味を見出すことは難しい．このような状況は異なる生物
のゲノム研究でも指摘されている．一方，短い配列は単なる人為的な副産物あるいはジャンク配列で
はなく，機能を持つという報告も出始めており27〕，今後の進展が期待される．
　樹木のEST解析は，初期の研究では木部形成に関与するものが多かった．近年，トウヒに対する
網羅解析24〕が進んだのと並行して，病虫害に対する応答の網羅的解析も急速に進んでいる25126）．現在
は，針葉樹の病原応答に対しての候補遺伝子が勢揃いし，個々の遺伝子解析が始まる前段階にあると
考えられる．たとえば，マツのTCの中では，酵素遺伝子は約2600分子種存在しておりTC総数の
約1／1Oに相当する．二次代謝に関与する酵素分子種は，さらにそのうちの1／10の270程度である．
その内訳は，テルペン類，リグニン生合成に関与する遺伝子群等からなる．奇妙なことに，抗生物質
生合成に関連する遺伝子がかなり見られるが，マツが抗生物質を生成するのではなく，プログラムが
生んだ人工産物と考えられる、今後，個々の意味のある遺伝子やその産物の解析が進むものと期待で
きる．
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